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  （百万円未満切捨て）

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 43,093 2.7 725 7.4 893 8.6 806 39.4 

2018年３月期第２四半期 41,967 3.9 675 16.2 822 68.7 578 13.2 
 
（注）包括利益 2019年３月期第２四半期 821 百万円 （△11.9％）   2018年３月期第２四半期 932 百万円 （279.4％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第２四半期 179.42 － 

2018年３月期第２四半期 128.67 － 

（注）当社は、2017年10月1日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2019年３月期第２四半期 44,243 16,303 36.8 3,626.20 

2018年３月期 43,597 15,843 36.3 3,523.65 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第２四半期 16,303 百万円   2018年３月期 15,843 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 0.00 － 80.00 － 

2019年３月期 － 0.00       

2019年３月期(予想)     － 80.00 80.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

当社は、2017年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。2018年３月期の１株当

たり期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載し

ております。株式併合後の基準で換算した2018年３月期の１株当たり年間配当金は80円となります。 

 



３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 86,000 0.8 1,650 0.7 1,850 0.1 1,350 1.8 300.25 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

年次での業績管理を行っておりますので、通期業績予想のみを開示しております。 

 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期２Ｑ 4,564,573 株 2018年３月期 4,564,573 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 68,591 株 2018年３月期 68,216 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 4,496,207 株 2018年３月期２Ｑ 4,498,320 株 

(注)期末自己株式数及び期中平均株式数の算定にあたり控除する自己株式数には、役員向け株式交付信託が保有す

る当社株式を含めております。 

当社は、2017年10月1日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式

数」を算定しております。 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日）におけるわが国の経済環境は、個人消費は持

ち直し、設備投資は引き続き増加の傾向がみられ、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあっ

て、景気は緩やかな回復基調が続いていると見られます。一方で、欧米中に代表される各国の通商問題が世界経済

に与える影響や不確実性、金融資本市場の変動の影響とともに、国内で相次ぐ自然災害の経済に与える影響にも留

意する必要がある状況となっております。 

 当社事業に関連する市場のうち、建設関連市場、電子機器関連市場、自動車関連市場は引続き堅調な動きとなっ

ております。太陽エネルギー関連市場については、太陽光モジュールの国内出荷数量は対前年横ばいで推移するも

のの、固定買取価格の引き下げなどの影響により、当第２四半期連結累計期間は市場が低調に推移しております。

一方で、2009年度に開始された太陽光余剰電力買取制度開始から10年経過が迫り、いわゆる2019年問題といわれ

る、買取期間終了を睨んだ蓄電池市場の拡大が見込まれております。また、アパレル市場は引き続き低調に推移い

たしました。 

 このような環境の下、当社グループでは各分野において売上確保を図り、全体として売上は微増となりました。

また、分野ごとに異なる利益率の下、売上構成の変化に伴い利益率が若干改善し、営業利益は増加しました。営業

利益の増加及び為替差損益の影響などにより経常利益が増加し、保有賃貸用不動産及び保有有価証券の売却などに

より、親会社株主に帰属する四半期純利益も増加しました。 

 

 この結果、当社グループにおける売上高は、43,093百万円（前年同四半期2.7％増）、営業利益は725百万円（同

7.4％増）、経常利益は893百万円（同8.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は806百万円（同39.4％増）

となりました。 

 

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

 

①建材 

 建設資材関連分野におきまして、市場が堅調に推移しており前年同四半期並みの売上を確保いたしました。太陽

エネルギー関連分野は、蓄電池の拡販が売上増加に寄与し、売上が増加しました。 

 しかしながら、太陽エネルギー関連分野での固定買取価格の引き下げに伴う販売単価の低下などによる利益減少

により、セグメント利益は減少しました。 

 この結果、当セグメントの売上高は、24,357百万円（同0.1％増）、セグメント利益は294百万円（同23.8％減）

となりました。 

 

②産業資材 

 繊維関連分野におきまして、アパレル市場の低迷に対し、新規顧客の開拓により売上を確保し、利益率も向上い

たしました。帆布テント等のその他繊維関連分野、車両部材関連分野等、その他の事業分野において売上増を図

り、併せて利益改善活動を展開することで、産業資材セグメント全体では売上が増加し、セグメント利益は大幅な

増加となりました。 

 この結果、当セグメントの売上高は18,565百万円（同6.3％増）、セグメント利益は347百万円（同79.8％増）と

なりました。 

 

③賃貸不動産 

 保有賃貸不動産の売却の影響などにより、売上はほぼ前年同四半期並みとなる一方で、セグメント利益は減少と

なりました。 

 この結果、当セグメントの売上高は169百万円（同3.4％減）、セグメント利益は83百万円（同13.0％減）となり

ました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末は、流動資産は33,118百万円（前連結会計年度末比3.8％増）となりました。主な

要因は、未成工事支出金が308百万円増加したこと等によるものであります。 

 固定資産は11,125百万円（同4.7％減）となりました。主な要因は、売却等により有形固定資産が536百万円減少

したこと等によるものであります。 

 流動負債は25,188百万円（同1.9％増）となりました。主な要因は、支払等により支払手形及び買掛金が370百万

円減少し、一方で、未払法人税等が247百万円、流動負債のその他が558百万円それぞれ増加したこと等によるもの

であります。 

 固定負債は2,751百万円（同9.3％減）となりました。主な要因は、長期借入金が170百万円、固定負債のその他

が110百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。 

 純資産合計は16,303百万円（同2.9％増）となりました。主な要因は、配当金の支払により利益剰余金が361百万

円減少し、一方で、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が806百万円増加したこと等によ

るものであります。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期累計会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,581百万円となり、

前連結会計年度末と比べ71百万円の増加となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間の営業活動における資金の減少は、148百万円（前年同四半期は1,064百万円の減少）

となりました。主な要因は、税金等調整前四半期純利益の計上、前受金の増加により増加した一方で、法人税等の

支払、たな卸資産の増加、仕入債務の減少により減少したこと等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間の投資活動における資金の増加は、727百万円（前年同四半期は46百万円の減少）と

なりました。主な要因は、有形固定資産の取得で減少した一方で、有形固定資産の売却、投資有価証券の売却によ

り増加したこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間の財務活動における資金の減少は、473百万円（前年同四半期は902百万円の増加）と

なりました。主な要因は、短期借入金の増加により増加した一方で、配当金の支払、長期借入金の返済により減少

したこと等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想については、2018年５月10日の「平成30年３月期 決算短信」で公表いたしました2019年３月期通

期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,510 2,581 

受取手形及び売掛金 25,551 25,566 

商品及び製品 3,327 3,387 

仕掛品 39 72 

原材料及び貯蔵品 74 696 

未成工事支出金 212 521 

その他 280 373 

貸倒引当金 △76 △80 

流動資産合計 31,919 33,118 

固定資産    

有形固定資産 5,719 5,183 

無形固定資産 141 125 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,084 4,103 

退職給付に係る資産 237 245 

その他 1,539 1,505 

貸倒引当金 △44 △37 

投資その他の資産合計 5,817 5,816 

固定資産合計 11,678 11,125 

資産合計 43,597 44,243 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 20,026 19,656 

短期借入金 3,180 3,200 

未払法人税等 245 493 

賞与引当金 376 410 

役員賞与引当金 39 20 

その他 849 1,408 

流動負債合計 24,718 25,188 

固定負債    

長期借入金 302 132 

退職給付に係る負債 82 79 

その他 2,650 2,540 

固定負債合計 3,035 2,751 

負債合計 27,753 27,940 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,801 3,801 

資本剰余金 1,825 1,825 

利益剰余金 7,960 8,668 

自己株式 △128 △128 

株主資本合計 13,459 14,167 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,409 1,493 

土地再評価差額金 866 603 

為替換算調整勘定 △51 △106 

退職給付に係る調整累計額 160 145 

その他の包括利益累計額合計 2,384 2,136 

純資産合計 15,843 16,303 

負債純資産合計 43,597 44,243 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 41,967 43,093 

売上原価 38,066 39,070 

売上総利益 3,901 4,023 

販売費及び一般管理費 3,225 3,298 

営業利益 675 725 

営業外収益    

受取利息 20 20 

受取配当金 54 67 

持分法による投資利益 4 － 

為替差益 60 88 

貸倒引当金戻入額 － 1 

その他 26 22 

営業外収益合計 167 200 

営業外費用    

支払利息 19 27 

持分法による投資損失 － 1 

その他 0 2 

営業外費用合計 20 32 

経常利益 822 893 

特別利益    

固定資産売却益 － 108 

投資有価証券売却益 － 63 

保険解約返戻金 － 28 

保険差益 － 26 

特別利益合計 － 227 

税金等調整前四半期純利益 822 1,121 

法人税、住民税及び事業税 227 477 

法人税等調整額 16 △163 

法人税等合計 244 314 

四半期純利益 578 806 

親会社株主に帰属する四半期純利益 578 806 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 578 806 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 438 84 

為替換算調整勘定 △60 △54 

退職給付に係る調整額 △24 △14 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0 

その他の包括利益合計 353 14 

四半期包括利益 932 821 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 932 821 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 822 1,121 

減価償却費 157 163 

のれん償却額 12 12 

有形固定資産売却損益（△は益） － △108 

投資有価証券売却損益（△は益） － △63 

保険差益 － △26 

保険解約返戻金 － △28 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7 △6 

賞与引当金の増減額（△は減少） 1 34 

退職給付に係る資産負債の増減額 △47 △31 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23 △19 

受取利息及び受取配当金 △74 △88 

支払利息 19 27 

未収入金の増減額（△は増加） 34 △24 

売上債権の増減額（△は増加） △745 △70 

たな卸資産の増減額（△は増加） △545 △1,059 

仕入債務の増減額（△は減少） △735 △325 

前受金の増減額（△は減少） 257 399 

未払消費税等の増減額（△は減少） 11 △48 

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △4 181 

その他 48 △37 

小計 △805 2 

利息及び配当金の受取額 74 87 

利息の支払額 △18 △27 

法人税等の支払額 △315 △240 

保険金の受取額 － 29 

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,064 △148 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △42 △152 

有形固定資産の売却による収入 0 632 

無形固定資産の取得による支出 △35 △1 

投資有価証券の取得による支出 △4 △4 

投資有価証券の売却による収入 28 171 

貸付けによる支出 △1 － 

貸付金の回収による収入 8 1 

保険積立金の解約による収入 － 81 

投資活動によるキャッシュ・フロー △46 727 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,805 412 

長期借入金の返済による支出 △581 △521 

配当金の支払額 △315 △359 

その他 △6 △5 

財務活動によるキャッシュ・フロー 902 △473 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15 △33 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △224 71 

現金及び現金同等物の期首残高 2,817 2,510 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,592 2,581 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（追加情報）

（役員向け株式交付信託について）

 当社は、当社の持続的な成長と企業価値向上に貢献する意識を高めることを目的として、当社取締役（社外取締

役及び監査等委員を除く。以下同じ。）を対象として業績連動型株式報酬制度「役員向け株式交付信託」を導入し

ております。

（１）取引の概要

 本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託が当社株式を取得し、業績に応じて当社が各取締役に

付与するポイントの数に相当する数の当社株式が本信託を通じて各取締役に交付されるという業績連動型の株式報

酬制度であります。業績の指標としては「親会社株主に帰属する当期純利益」を使用することとします。なお、取

締役が当社株式の交付を受ける時期は、原則として取締役の退任時といたします。

 

（２）信託に残存する自社の株式

 信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式と

して計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は前連結会計年度28百万円、18千株、当第２四半期連

結会計期間28百万円、18千株であります。 

 なお、当社は、2017年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、株式数を算定しております。 

 

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。 

- 9 -

高島㈱ (8007) 2019年３月期 第２四半期 決算短信



（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
合計 調整額 

四半期連結損益

計算書計上額

（注）   建材 産業資材 賃貸不動産 

売上高            

外部顧客への売上高 24,326 17,465 175 41,967 － 41,967 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 4 4 △4 － 

計 24,326 17,465 180 41,971 △4 41,967 

セグメント利益 386 193 95 675 － 675 

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
合計 調整額 

四半期連結損益

計算書計上額

（注）   建材 産業資材 賃貸不動産 

売上高            

外部顧客への売上高 24,357 18,565 169 43,093 － 43,093 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 4 4 △4 － 

計 24,357 18,565 173 43,097 △4 43,093 

セグメント利益 294 347 83 725 － 725 

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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